
　蒸気機関車で、釧路駅～標茶駅間を走る観光列車「SL冬の湿原号」が、2020年

1月下旬から３月上旬の間の期間限定で運行します。白銀に広がる湿原の中を走り

抜け、釧路の冬の大自然を満喫できます。車内はニス塗りの木の壁や木枠の座席、

全号車にダルマストーブを設置するなど、徹底してレトロにこ

だわっており、売店で販売しているスルメをダルマストーブの

上で炙って食べるのが人気です。来年は運行20周年のため、運

行期間に記念イベントも開催予定です。ぜひお越しください。

白銀の釧路湿原を疾走する
「SL冬の湿原号」運行！

津別町「ノンノの森」で冬の
アクティビティを楽しもう！

ノンノの森ネイチャーセンター 検索

道警　被害者支援 検索

雪のソファでティータイム

SL冬の湿原号

オホーツク総合振興局

釧路総合振興局

犯罪被害に遭った方を

支援しています

釧路

オホーツク

▶道警本部警務課

　(011)251-0110

北海道立文書館 検索

▶道庁法制文書課文書館　 (011)204-5073 ▶商工労働観光課 　(0154)43-9184

　4月にオープンした「津別町民の森自

然公園ネイチャーセンター」（愛称・ノン

ノの森ネイチャーセンター）は、散策ツ

アーの受付や観光案内などを行う施設で、地域の自然体験の拠点となっています。

センターのあるノンノの森は、豊かな木々やクリンソウの群

落、清流などの自然にあふれ、森林浴効果の高いスポットと

して人気があります。夏だけでなく、冬はスノーシューを履

いて雪原散策などが楽しめます。ぜひお越しください。

▶ノンノの森ネイチャーセンター 　(0152)77-3344

SL冬の湿原号 検索

　犯罪被害者は、犯罪による直接的なダ

メージだけではなく、心身の症状や医療

費などの経済的負担など、被害後もさま

ざまな問題に苦しめられています。

　警察では、事件や事故の被害に遭われ

た方や家庭内暴力、ストーカーなどで悩

んでいる方の相談も受け付けています。

ほかにも、心の傷が癒えずに悩んでいる

方のために、民間等被害者相談電話のカ

ウンセラーが話をお聴きします。一人で

悩まずに、ご相談ください。

　また、被害者のご遺族や障がいが

残った被害者などには、国が給付金を

支給する「犯罪被害給付制度」がありま

す。詳しくは道警本部またはお近くの警

察署にお問い合わせください。

［警察相談電話］

●被害者相談

　性犯罪被害110番  ＃8103　

　少年相談110番 　        0120‐677‐110

●一般相談    ＃9110

[民間等被害者相談電話]

北海道被害者相談室　 （011）232-8740 

性暴力被害者支援センター北海道

通称：さくらこ　　  　    050-3786-0799

●飼っている鳥に野鳥が近づかないよ

　う気をつけましょう。

●死んだ野鳥、弱っている野鳥を見つ

　けても、素手で触らないでください。

●鳥のフンなどに触れたら、手洗い・

　うがいをしましょう。

●野鳥のいる水辺などを訪れた後は、

　靴底を洗いましょう。

▶道庁生物多様性保全課　 （011）204-5205

▶道庁畜産振興課 　（011）204-5441

鳥インフルエンザ対策

　高病原性鳥イン

フルエンザの発生

を防ぐため、野鳥

との接し方に注意

しましょう。

北海道立文書館

休館のお知らせ

　北海道立文書館は、赤れんが庁舎の

改修工事開始に伴い、9月30日をもって

休館しました。

　移転先である新施設（江別市）での再

開は、2020年4月を予定しています。

　休館中、資料の

閲覧はできませ

んのでご注意くだ

さい。ご迷惑をお

掛けしますが、ご

理 解とご協力を

お願いします。

北海道の節電 検索

▶道庁環境・エネルギー室 　(011)204-5886

みんなで暖まりながら、

かしこく節電を！

　道では、北海道の厳しい冬を「みんな

で暖かくなって」乗り切るため、消費活

動をしながら節電にも結びつく取り組

みを応援しています。

　休みの日には、図書館などの公共施設

や商 業 施 設に出

かけたり、家族が

ひとつの部屋に集

まって過ごすなど、

この冬も普段の生

活を楽しみながら

かしこく節電を行

いましょう。

北海道の交通安全 検索

▶道庁道民生活課 　(011)204-5219

▶道警本部交通企画課　 (011)251-0110

　これからの時期は、路面凍結によるス

リップ事故のほか、高齢者や子どもなど

道路を横断する歩行者との接触事故が

多発しますのでご注意ください。

　早めに冬タイヤへの交換を行い、交通

ルールの順守と思いやりのある交通マ

ナーの実践を心がけ、交通事故のない

安全で安心な北海道を目指しましょう。

　年末に向け飲酒の

機会が増えても「飲酒

運転をしない、させな

い、許さない！」を徹

底しましょう。

▶道庁広報広聴課 　（011）204-5110

※パソコンなどで音声読み上げソフトをご利用

　の方は、ウェブサイトで広報誌の内容を聴くこ

　とができます。

●点字版広報誌「ほっかいどう」

▶北海道選挙管理委員会事務局 

　（011）204-5153

視覚障がい者向けに

道政資料を送付します

　道では、視覚障がいのある方に向け

て、点字版や音声版の選挙のお知らせや

広報誌などを作成しています。

　公共施設や福祉団体へ配布して備え

つけているほか、点字版資料については

希望する方に送付も行っていますので、

詳しくは電話でお問い合わせください。

●選挙のお知らせ（点字版）

●選挙公報（全文点訳版） 　ほか

冬の交通安全運動

児童相談所
全国共通ダイヤル

▶道庁子ども子育て支援課 

　（011）204-5237

いち はや く

1 8 9
※一部のIP電話からはつながりません

　あなたの気づきが大切な命を救います。

次のような、虐待を受けていると思われ

る子どもを見かけたら、お近くの市町村

や児童相談所に連絡してください。

●いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の

　怒鳴り声がする

●不自然な傷や打撲の痕がある

●衣類や体がいつも汚れている　など

子どもを虐待から守るために

189(いちはやく)

ちいさな命に待ったなし

お問い合わせは

▶マークの窓口、またはウェブサイトへ。

お問い合わせは

▶マークの窓口、またはウェブサイトへ。

除雪中の事故を防ぎましょう

除雪作業は２人以上で！

安全対策もしっかりと。

▶道庁危機対策課 　（011）204-5008

　豪雪地帯である北海道では、毎年、除雪作業中の屋根からの転

落事故などで多くの方が亡くなられています。（※昨年度10人超）

　「雪下ろしには慣れている」という

油断が、取り返しのつかない事故を

招きかねません。除雪作業は、作業

を見守る人と２人以上で、安全対策

をして行いましょう。

防災・災害情報は 北海道　危機対策 検索

克雪体制づくり

アドバイザー　

菊池 哲雄さん

（防災士・上富良野町）＜安全な除雪作業のために＞

●家族や近所に声をかけてから行う

●安全のため命綱とヘルメットを装着

●はしごの固定も忘れずに

●携帯電話やホイッスルを持参する  など

■定例会の概要

　知事から予算案3件(総額103億5千万

円)と条例案11件、その他の案件13件の

提案があり、議決しました。なお、決算案

件4件は、継続審査となりました。

　また、議員及び委員会から提出された

決議案1件、意見案6件が原案可決され

ました。

■本会議や予算特別委員会の主な議論

●次期北海道創生総合戦略の策定にお

　いて、人口減少対策やSDGｓの考え方 

　などをどのように反映していくのか

●統合型リゾート（IR）に関する道民の意向

　をどのように把握し、把握した内容をど

　う活用するか、誘致判断をいつ行うのか

●日本原子力研究開発機構から、幌延

　深地層研究センターでの深地層研究

　の計画延長について申し出があった

　が、道としてどのように対応するのか

■主な議決の状況

◎知事提出案件　27件

●予算案 3件 「新千歳空港の日中発着枠

　の拡大に伴う空港運営業務等について、

　民間事業者による円滑な推進に資する

　ように、緊急的な対策を実施するため

　の経費」など　　　

●条例案 11件/その他 13件

　「北海道道路の構造の技術的基準等を

　定める条例の一部を改正する条例案」

　など

◎議員・委員会提出案件　7件

●決議案 1件

　日米貿易協定に関する決議

●意見案 6件 

　「北海道における持続的な鉄道網の

　確立」への対応を求める意見書　など

■第45回議場コンサート

　定例会初日に議場コンサートを開催し

ました。当日は、オホーツクを拠点に活躍

するユニット「ホラネロ」が、流氷や麦を

ゆらす風、クマ笛の音などを素材にした

ジオミュージックを演奏しました。

　コンサートの模様は、右

記「北海道庁インターネット

放送局 Hokkai・Do・画」内

で公開しています。

令和元年第3回定例会(9/10～10/4)令和元年第3回定例会(9/10～10/4)令和元年第3回定例会(9/10～10/4)令和元年第3回定例会(9/10～10/4)

▶議会事務局政策調査課 　(011)204-5691

北 海 道 議 会 検索

　質問などの詳細は、冊子「北海道議会時

報」でもご覧いただけます。各振興局等での

閲覧のほか希望者への配布もしますので、

下記にご連絡ください。

　議会中継・録画、議会の日程、会議録、傍聴・

見学案内、議会時報などをご覧いただけます。

～ウェブサイトをご覧ください～

　令和元年第4回定例会は、11月下旬に

開会予定です。最新情報はウェブサイトや

ツイッター（@hokkaidogikai）などをご覧

ください。

～次回定例会のお知らせ～

がい よう

活力あふれる北海道の実現に向け、「ほっかいどう応援団会議」の取り組みを進めています。
北海道にゆかりや想いのある企業・団体・個人をつなぐネットワーク「ほっかいどう応援団会議」を紹介します。

新施設（江別市）

（SACRACH）

▶特集に関するお問い合わせ　道庁地域戦略課 　（011）204-5158 エールを北のチカラに 検索

「ほっかいどう応援団会議」とは 応援の方法はいろいろ！

　「ほっかいどう応援団会議」は、「北海道が好き！」「北海道に住

んでみたい」といった個人の方々や、「北海道を応援したい」「北海

道をフィールドとして新たなプロジェクトを実施したい」といった

企業・団体の方など、北海道にゆかりや想いのある皆さんの知恵

や力をお借りしながら、共に北海道の未来づくりを進めていくた

めのネットワークです。

　個人のふるさと納税や、企業版ふるさと納税、クラウドファンディングのほか、企業との協働活動、

ボランティア活動や道産品の購入など、「北海道のために！」という想いが込められていれば、すべて

が応援になります。

　企業や団体、個人の皆さんが、寄附を通じ

て北海道を応援する方法です。

●ふるさと納税

●企業版ふるさと納税※1

●クラウドファンディング※2　など

※1 寄附を通じて、地域創生の取り組みを

　　応援した場合に、税制上の優遇措置が

　　受けられる仕組み。

※2 インターネットを通じて実現したい

　　取り組みを発信し、趣旨に賛同した

　　人から資金を集める方法。

【特集】みんなの応援で、北海道を元気に！

寄附などの応援 その他にも…

※関係人口

　過去に住んだこと

　のある人やルーツ

　のある人など、さま

　ざまな形でその地

　に関わる人。

　「ほっかいどう応援団会議」のポータ

ルサイトを開設しました。道や市町村

が応援を求める取り組みや、企業や団

体による応援実績、アンバサダーによ

る応援メッセージのほか、北海道の地

域創生に関するウェブマガジンなど、情報満載のサイトです。

　道民の皆さんが応援できる取り組みも多数掲

載していますので、ぜひご覧いただき、自分に

合った応援方法を見つけてください。

エールを北のチカラに 検索

●個人の方はSNSで簡単登録！

●企業・団体の方は下記にお問い合わせください。

▶ライン

▶メール

▶SNSのほか、ポータルサイト内の登録フォームからも
　参加できます。
「ほっかいどう応援団会議」に関する情報をお届けします。

hokkaido.ouen@pref.hokkaido.lg.jp

公式アカウントを友だち登録

▶フェイスブック

「ほっかいどう応援団会議」の
ページに「いいね！」

▶電　話 道庁地域戦略課 （011）204-5158

東京で開催した「ほっかいどう応援セミナー」

　鈴木知事は、「ほっか

いどう応援団会議」へ

の想いや、道から応援

をお願いしたい具体的

な取り組みとして、ウポ

ポイ（民族共生象徴空

間）のPRなどについて

参加者に支援を呼びか

けました。

〈市町長プレゼンテーション〉

　士別市、八雲町、むかわ町、上士幌町、大

樹町の市町長が、地域創生の実現に向け

て、重点的に取り組んでいる内容などにつ

いて紹介しました。

　初めに登壇したむかわ町の竹中喜之町長

は、国内最大の恐竜全身骨格化石「むかわ

竜」をはじめとする地域資源を生かしたビ

ジネスの創出や、「むかわ竜」の全身骨格

（レプリカ）を作成するためのクラウドファ

ンディングの取り組みなどを紹介しました。

〈知事プレゼンテーション〉

〈包括連携協定企業
  プレゼンテーション〉

　サッポロビール

株式会社は、2007

年2月に道と包括連

携協定を締結しま

した。北海道本社北

海道戦略営業部の

岩田邦彦部長は、生

ビールの売り上げ

の一部を北海道の地域振興のために寄附

する「道産子感謝DAY」の取り組みなどを紹

介しました。

　「ほっかいどう応援団会議」に参加していただける

企業・団体・個人の方を大募集しています。

「ほっかいどう応援セミナー」を東京で開催

ウェブサイトで情報発信！応援の輪を広げたい！

応援団メンバーになろう！

北海道を応援したい気持ちが
あれば、入れるんだね！

どんな人が応援団になるの？

民間が有する
知恵や力を

結集

北海道にゆかりのある、

または想いのある

企業・団体

北海道にゆかりのある、

または想いのある

文化人・著名人

関係人口※として北海道を

応援して
いただける方々

　9月26日に「ほっ

かいどう応援団会

議」のキックオフイ

ベントとして、道内

外の企業・団体を

対象とした「ほっか

い どう応 援 セミ

ナー」を東京で開催しました。

　ご参加いただいた企業・団体141社（243人）に

対し、知事や市町長が北海道の魅力や、応援を求

める具体的な取り組みをPRし、応援の輪の拡大に

向けたトップセールスを行いました。

　今後、名古屋・大阪でのセミナー開催も予定して

います。

道民はもちろん、北海道に
想いを寄せてくれる企業や
団体、個人など、みんなが
参加できるんだよ。

じゃあ、どんな応援が
できるのかな？

社会貢献事業を
実施して

広くPRしたい

タイアップしたい
民間企業など 道、市町村

連携・協力

協働

タイアップ
商品発売 など

しゅ し

そ ちゆうぐう

ほう かつ

協働活動による応援

　皆さんがお持ちの経験・スキ

ル・体力・知力などを生かし、個

人で北海道に役立つ活動をした

り、観光客として訪れたりするこ

とも北海道の応援になります。

●ボランティア

●観光リピーター

●道産品の

　積極的な購入

●道や市町村などが開催する

　イベントやキャンペーンに参加

●道や市町村のSNS（ツイッター、

　フェイスブック、インスタグラム

　など）をフォローするなど、

　SNS上での情報拡散

　企業や団体が、道や市町村と一緒に、地域

課題の解決につながる事業やプロジェクト

に取り組む方法です。

●連携協定に基づくプロジェクトの実施

●タイアップ事業など協働プロジェクトの実施
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